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菊
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の
近
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的
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一
、
は
じ
め
に 

井
上
哲
次
郎
が
明
治
十
七
年
発
表
し
た
「
孝
女
白
菊
詩
」
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
漢
詩
と
落
合
直
文
の
新
体
詩
「
孝
女
白
菊
の
歌
」
、
そ
れ
以
降
の
二
次
創
作
作

品
（
読
本
・
小
説
、
絵
本
・
漫
画
）
と
の
間
に
、
ど
の
よ
う
な
物
語
の
変
容
が
あ
っ
た
か
考
察
す
る
。
従
来
、
こ
れ
ら
二
次
創
作
作
品
を
扱
う
場
合
、
落

合
直
文
の
新
体
詩
を
起
点
と
す
る
分
析
が
主
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
井
上
哲
次
郎
の
原
詩
と
二
次
創
作
作
品
を
直
接
比
較
す
る
。 

一
―
一
、「
孝
女
白
菊
」
に
つ
い
て
の
先
行
研
究 

（
ａ
）
剣
持
武
彦
「
井
上
巽
軒
「
孝
女
白
菊
詩
」
の
成
立
考
」（
「
二
松
学
舎
大
学
論
集 

昭
和
四
十
三
年
度
」
」
二
松
学
舎
大
学
、
一
九
六
八
年
、
五
十
五

～
九
十
七
頁
） 

詩
の
成
立
に
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
、
ス
コ
ッ
ト
の
作
品
に
、
着
想
、
構
成
の
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
る
と
の
指
摘
。 

（
ｂ
）
久
保
忠
夫
「
『
孝
女
白
菊
詩
』
と
『
孝
女
白
菊
の
歌
』
」
（
「
東
北
学
院
大
学
東
北
文
化
研
究
所
紀
要
」
第
一
〇
号
、
東
北
学
院
大
学
東
北
文
化
研
究

所 

編
、
一
九
七
九
年
、
四
十
三
頁
～
七
十
二
頁
）
落
合
直
文
の
「
孝
女
白
菊
の
歌
」
の
詩
句
の
改
訂
を
詳
細
に
追
っ
た
論
文
。 

（
ｃ
）
岡
崎
る
み
「
「
孝
女
白
菊
の
歌
」
―
明
治
の
少
女
向
け
読
み
物
の
軌
跡
」（
「
論
叢 

児
童
文
化
」
第
４
２
号
～
第
４
６
号 

く
さ
む
ら
社 

平
成
二

十
三
年
） 

二
次
創
作
作
品
の
変
容
を
少
女
向
け
読
み
物
と
し
て
ど
の
よ
う
に
変
容
し
た
か
を
児
童
文
学
の
観
点
か
ら
論
じ
た
も
の
。 

（
ｄ
）
大
原
敏
行
「
明
治
長
編
詩
歌 

孝
女
白
菊
」
三
省
堂
書
店
、
二
〇
一
五
年
）
＊
井
上
の
漢
詩
を
訓
読
、
現
代
語
訳
、
落
合
の
歌
の
異
同
を
注
記
、

ま
た
後
世
の
二
次
創
作
作
品
（
ち
り
め
ん
本
、
小
説
、
映
画
、
レ
コ
ー
ド
な
ど
の
タ
イ
ト
ル
、
発
行
年
な
ど
の
書
誌
を
網
羅
。 

一
―
二
、
江
戸
期
の
孝
子
伝
・
孝
義
録 

（
ａ
）
仏
教
関
連 

中
国 

隋
唐
代
「
孝
子
伝
」
の
盛
行
、
偽
経
『
父
母
恩
重
経
』 

日
本 

平
安
時
代
以
降
～ 

仏
教
説
話
→ 

因
果
応
報
譚 

孝
行
譚 

代
表
的
説
話 

養
老
孝
子
伝
説
（
古
今
著
聞
集
）
、
中
将
姫
伝
説
（
謡
曲
・
浄
瑠
璃
・
文
楽
・
歌
舞
伎
）
山
椒
大
夫
（
説
経
節
・
浄
瑠
璃
・
小
説
）
、

萬
壽
姫
（
石
清
水
八
幡
の
ご
利
益
） 

（
ｂ
）
儒
教
関
連 

日
本 

二
十
四
孝
、
孝
子
伝
、
孝
義
録 

江
戸
前
期
～
中
期 

儒
学
者
の
活
動
例 

林
羅
山
「
十
孝
子
」
『
孝
経
大
義
』
、
貝
原
益
軒
『
和
俗
童
子
訓
』
『
初
学
訓
』 

＊
儒
学
者
に
よ
る
儒
教
倫
理
の
浸
透
と
各
地
方
で
の
孝
子
孝
女
の
顕
彰 

竹
田
貞
直
「
筑
前
国
宗
像
郡
竹
丸
村
正
助
伝
」
（
１
７
３
０
）
、
林
信
充
「
越
後
国
孝
女
伝
」
（
１
７
３
９
）
「
越
甲
孝
女
伝
」
（
１
７
３
９
） 

江
戸
後
期 

『
官
刻
孝
義
録
』
（
１
８
０
１
） 

＊
孝
子
・
孝
女
伝
の
盛
行
、
幕
府
・
各
藩
の
統
治
（
愛
民
・
仁
政
の
表
象
、
道
徳
奨
励
） 

 

二
、
井
上
哲
次
郎
『
孝
女
白
菊
詩
』、
落
合
直
文
『
孝
女
白
菊
の
歌
』
の
簡
紹 

二
―
一
井
上
哲
次
郎
が
求
め
た
明
治
的
「
新
し
さ
」
と
「
孝
女
白
菊
詩
」 

井
上
哲
次
郎
が
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
に
「
孝
女
白
菊
詩
」
を
発
表
し
、
当
時
の
漢
詩
人
た
ち
に
大
き
な
反
響
が
あ
っ
た
。 

（
ａ
）
井
上
哲
次
郎
『
巽
軒
詩
鈔
』
（
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
井
上
、
二
十
八
歳
前
後
） 

「
自
勗
歌
」
中
村
敬
宇
評
注
「
創
体
に
属
す
る
が
若
き
と
雖
も
、
遠
西
歌
詩
か
く
の
ご
と
き
調
べ
あ
り
、
遠
西
に
擬
す
る
が
ご
と
し
と
雖
も
そ
の
実

三
百
篇
早
已
に
こ
れ
有
り
。
」 

（
ｂ
）
井
上
哲
次
郎
「
新
体
詩
抄
序
」
（
明
治
十
五
年
五
月
七
日
）
＊
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
井
上
哲
次
郎
の
熊
本
旅
行
と
西
南
戦
争 

「
…
夫
レ
明
治
ノ
歌
ハ
、
明
治
ノ
歌
ナ
ル
ベ
シ
、
古
歌
ナ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
日
本
ノ
詩
ハ
日
本
ノ
詩
ナ
ル
ベ
シ
、
漢
詩
ナ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
是
レ
新
体
ノ

詩
ヲ
作
ル
所
以
ナ
リ
。
…
」
（
十
五
丁
裏
） 

（
ｂ
）
井
上
哲
次
郎
「
余
と
明
治
文
学
及
び
文
学
者
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
第
十
一
巻
第
八
号
「
特
集
明
治
大
正
文
学
を
語
る
」
昭
和
九
年
八
月
号
） 

西
南
戦
争
の
時
、
…
…
日
向
あ
た
り
で
は
官
軍
と
西
郷
軍
と
が
戦
っ
て
ゐ
た
時
な
の
で
、
熊
本
な
ど
で
は
非
常
に
警
戒
が
厳
重
で
、
…
…
戦
跡
の
見

物
が
出
き
た
が
、
あ
の
「
孝
女
白
菊
詩
」
の
長
篇
が
出
き
た
の
は
、
そ
の
時
の
事
が
あ
っ
た
為
で
あ
る
。
（
四
十
四
頁
） 

二
―
二
、
落
合
直
文
「
孝
女
白
菊
の
歌
」
の
流
行
に
つ
い
て 

井
上
哲
次
郎
の
漢
詩
「
孝
女
白
菊
詩
」
は
発
表
当
時
、
漢
詩
界
に
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
が
、
一
般
の
人
々
に
広
く
愛
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
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落
合
直
文
の
新
体
詩
風
に
翻
案
し
た
「
孝
女
白
菊
の
歌
」
に
よ
っ
て
さ
ら
に
お
お
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。 

三
、
井
上
、
落
合
の
手
を
離
れ
て
変
容
す
る
作
品 

義
気
、
仁
義
の
失
せ
た
当
世 

〔
あ
ら
す
じ
〕
よ
う
や
く
再
開
で
き
た
白
菊
と
父
、
昭
利
で
あ
っ
た
が
、
昭
利
は
狩
猟
に
出
か
け
家
に
戻
ら
な
い
日
が
続
い
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て

は
、
白
菊
へ
の
夢
告
と
物
語
最
終
場
面
の
親
子
再
会
の
場
面
で
語
る
。
井
上
詩
３
９
３
～
４
０
０
で
は
、
父
、
昭
利
が
谷
に
落
ち
、
身
動
き
が
と
れ
ず
木

の
実
で
命
を
永
ら
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
猿
が
藤
の
蔓
を
た
ら
し
て
く
れ
て
、
そ
れ
に
捉
ま
り
攀
じ
登
っ
て
助
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
、 

（
ａ
）3

9
9

誰
知
義
気
亡
人
間 

誰
か
知
ら
ん
義
気
人
間
に
亡
び
し
を4

0
0

却
存
獣
中
寔
可
惜 

却
つ
て
獣
中
に
在
り
て
寔
に
惜
し
む
可
し 

（
ｂ
）
落
合
直
文
「
孝
女
白
菊
の
歌
」 

5
4

1

浮
世
の
な
ら
ひ
と
、
言
ひ
な
が
ら
。5

4
2

浮
世
の
常
と
は
、
聞
な
が
ら
。54

3

人
に
な
さ
け
の
、
う
せ
は
て
て
。5

4
4

獣
に
の
こ
る
ぞ
、
あ
は
れ
な

る
。
（
５
４
１
―
５
４
４
） 

三
―
一
、
諸
家
の
評
注 

（
ａ
）
「
羽
峰
曰
、
翁
語
諷
当
世
、
亦
不
可
少
。
」
南
摩
羽
峰
（
明
治
四
十
二
没
、
享
年
八
十
七
才
） 

（
ｂ
）
「
香
亭
曰
、
是
翁
別
有
所
感
而
発
耳
。
不
然
当
時
山
中
無
一
人
至
者
、
翁
何
由
為
此
言
哉
。
」
中
根
香
亭
（
大
正
二
没
、
享
年
七
十
五
才
） 

（
ｃ
）
「
槐
南
曰
、
絶
大
議
論
、
於
末
幅
点
出
、
可
知
他
一
肚
皮
不
合
時
宜
、
故
作
此
書
、
」
森
槐
南
（
明
四
十
四 

享
年
四
十
九
才
） 

三
―
二
、
井
上
哲
次
郎
の
原
詩
の
根
底
に
あ
る
心
情
。 

（
ａ
）
江
藤
淳
『
南
洲
残
影
』
（
文
藝
春
秋
、
平
成
十
（
一
九
九
八
）
年
） 

そ
し
て
『
孝
女
白
菊
の
歌
』
を
愛
誦
し
た
明
治
二
、
三
十
年
代
の
日
本
人
は
、
西
郷
と
と
も
に
何
も
の
か
大
き
な
も
の
が
亡
び
た
こ
と
を
知

っ
て
い
た
。
そ
れ
は
二
度
と
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
幸
福
は
山
中
の
他
界
に
し
か
存
在
し
得
な
く
な
っ
て
い
た
。
（
６
８

頁
） 

（
ｂ
）
津
島
裕
子
『
快
楽
の
本
棚
』
（
中
公
新
書
、
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
三
年
発
行
。 

敗
者
を
な
ぐ
さ
め
る
物
語
と
し
て
復
活
し
、
い
に
し
え
の
西
南
戦
争
な
ど
知
る
は
ず
も
な
い
戦
後
の
私
た
ち
ま
で
が
「
白
菊
」
に
す
っ
か
り

親
し
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ら
し
い
。
（
三
十
二
頁
―
三
十
三
頁
） 

＊
文
明
開
化
→
旧
来
の
社
会
の
喪
失
感 

敗
者
を
な
ぐ
さ
め
る
物
語 

三
―
三
、
二
次
創
作
作
品
に
お
け
る
変
容
（
井
上
、
落
合
の
手
を
離
れ
て
） 

（
ａ
）
佐
村
八
郎
『
家
庭
読
本 

孝
女
白
菊
』
（
明
治
３
９
（
１
９
０
６
）
年
６
月
、
六
合
館
） 

 
 

 
 

さ
て
猿
ど
も
の
情
誼
を
謝
せ
む
と
す
る
に
、
彼
等
は
友
呼
び
交
し
、
何
処
と
も
な
く
散
じ
ゆ
き
て
、
…
人
の
世
に
は
仁
義
の
道
已
に
亡
び
て
、

獣
類
の
中
に
、
却
り
て
此
の
義
侠
心
を
存
せ
む
と
は
。
（
５
３
頁
） 

（
ｂ
）
わ
ら
び
山
人
『
家
庭
小
説 

孝
女
白
菊
』
（
岡
村
書
店
、
明
治
四
十
二
年
） 

「
あ
る
朝
猿
が
来
て
長
い
葛
を
下
ろ
し
て
呉
れ
、
そ
れ
へ
掴
つ
て
や
つ
と
登
つ
て
帰
つ
て
来
た
こ
と
を
物
語
つ
た
」
（
２
２
３
頁
）
＊
家
庭
お

伽
噺 

孝
女
の
白
菊
』
（
中
島
香
風
編
栗
野
観
風
画
、
発
行
者
中
島
万
吉
、
明
治
四
十
三
年
賊
軍
に
参
加
）
な
ど
も
省
略
し
て
の
せ
な
い
。
） 

（
ｃ
）
碧
瑠
璃
園
・
渡
辺
省
亭
『
小
説 

孝
女
白
菊
』
（
大
正
十
一
年
初
出
、
昭
和
十
一
年
単
行
本
出
版
） 

「
あ
る
朝
一
匹
の
猿
が
来
て
、
葛
を
下
ろ
し
て
く
れ
た
か
ら
、
そ
れ
に
掴
ま
つ
て
、
や
つ
と
這
ひ
上
が
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。
今
考
へ
る

と
、
よ
く
命
が
あ
つ
た
と
思
ふ
位
だ
よ
」
（
百
十
四
頁
）
＊
「
亡
び
ゆ
く
義
気
、
仁
義
」
へ
の
嘆
き
無
し 

（
ｄ
）
西
条
八
十
『
孝
女
白
菊
』
（
「
少
女
倶
楽
部
」
第
十
一
巻
第
十
号
付
録
、
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
昭
和
八
年
）
父
、
昭
利
は
官
軍
に
参
加
） 

 

 
 

 

「
わ
し
は
あ
の
戦
争
の
時
に
、
も
う
人
間
同
士
の
間
に
は
情
と
い
ふ
も
の
が
な
い
の
だ
と
諦
め
て
、
し
み
じ
み
世
の
中
が
厭
に
な
つ
た
が
、
あ
の

時
、
畜
生
の
猿
に
も
情
心
が
あ
る
こ
と
を
知
つ
て
、
そ
れ
か
ら
は
以
前
に
倍
増
し
て
こ
の
世
が
明
る
く
見
え
て
来
た
。
こ
れ
か
ら
さ
き
元
気
に

生
き
て
ゆ
く
勇
気
が
で
た
や
う
な
気
が
す
る
。
」
（
八
十
九
頁
）
＊
道
徳
的
行
為
を
な
す
人
間
の
確
信
へ
変
化 

（
ｅ
）
千
葉
省
三
『
孝
女
白
菊
』
（
富
田
千
秋
絵
、
講
談
社
、
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
）
＊
該
当
な
し 

（
ｆ
）
大
城
の
ぼ
る
漫
画
『
少
女
白
菊
』
昭
和
二
九
（
一
九
五
四
）
年 

父
「
な
さ
け
を
し
ら
ぬ
ひ
と
の
お
お
い
こ
の
よ
の
な
か
に
け
も
の
に
な
さ
け
が
あ
る
と
お
も
う
と
な
あ
」
白
菊
「
う
れ
し
い
わ 

ね
ー
え 

お

と
う
さ
ま
」
（
一
〇
七
頁
） 

 

四
、
幕
末
・
明
治
の
立
志
と
二
次
作
品
以
降
の
変
容 

兄
、
昭
英
の
家
出
を
め
ぐ
り 
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四
―
一
、
井
上
哲
次
郎 

『
孝
女
白
菊
詩
』 

立
志
と
修
身 

2
3

2

幾
歳
出
家
独
転
蓬 

幾
歳
か
家
を
出
で
独
り
転
蓬
せ
り 

 
2

3
3

一
朝
立
志
負
書
笈 

一
朝
志
を
立
て
て
書
笈
を
負
ひ 

2
3

4
欲
尋
名
師
出
辺
邑 

名
師
を
尋
ね
ん
と
欲
し
て
辺
邑
を
出
づ
…
（
中
略
）
…2

3
7

東
武
城
裏
避
塵
喧 

東
武
城
裏
塵
喧
を
避
け 

2
3

8

講
学
敬
宇
先
生
門 

学
を
講
ず
敬
宇
先
生
の
門
に 

2
3

9

修
身
之
書
僅
見
得 

修
身
の
書
僅
に
見
得
て 

2
4

0

忽
思
阿
爺
養
育
恩 

忽
ち
思
ふ
阿
爺
養
育
の
恩
…
（
中
略
）
…2

4
5

将
欲
悛
心
事
阿
爺 

将
に
心
を
悛
め
阿
爺
に
事
へ
ん
と
欲
し 

（
ａ
）
落
合
直
文
「
孝
女
白
菊
の
歌
」
（
明
治
文
学
全
集
四
十
四
、
筑
摩
書
房
、
昭
和
四
十
三
（
一
九
六
八
）
年
） 

２
６
７
父
の
い
か
り
に
、
ふ
れ
て
よ
り
。
２
６
８
こ
こ
ろ
に
お
も
う
、
こ
と
あ
り
て
。
２
６
９
東
の
都
に
、
の
ぼ
ら
む
と
。
…
２
７
９
都
に
つ
き

し
、
そ
の
後
は
。
２
８
０
た
だ
文
机
に
、
よ
り
ゐ
つ
つ
。
…
２
８
２
は
じ
め
て
人
の
道
し
り
ぬ
。
２
８
３
父
の
め
ぐ
み
を
、
知
る
ご
と
に
。
２
８

４
母
の
な
さ
け
を
、
し
る
た
び
に
。
２
８
５
く
や
し
き
こ
と
の
み
、
お
ほ
か
れ
ば
。
２
８
６
な
き
て
そ
の
日
を
、
お
く
り
け
り
。
（
七
五
頁
） 

＊
井
上
・
落
合
―
―
師
匠
を
求
め
て
の
遍
歴 
新
旧
の
対
立
。
父
、
昭
利
は
、
西
南
戦
争
の
際
、
西
郷
軍
に
参
加
、「
旧
」
武
士
の
表
象
。
青
年
、
昭
英
は
、

志
を
立
て
諸
国
を
放
浪
し
師
を
求
め
、
明
治
啓
蒙
思
想
の
代
名
詞
で
あ
っ
た
明
六
社
同
人
中
村
敬
宇
（
「
西
国
立
志
編
」
）
の
も
と
、「
修
身
の
書
」
で
覚
醒
。 

＊
井
上
哲
次
郎 

学
問
の
根
底
に
は
「
修
身
」
が
重
要
。
東
洋
的
倫
理
学
を
基
礎
に
西
洋
の
学
問
を
取
り
入
れ
る
。
後
年
井
上
の
西
洋
哲
学
を
講
じ
な
が

ら
武
士
道
、
日
本
精
神
の
提
唱
に
つ
な
が
る
雛
形
。 

四
―
二
、
二
次
創
作
、
小
説
に
現
れ
る
家
出
の
原
因
―
―
明
治
青
年
の
思
想
遍
歴
か
ら
放
蕩
少
年
へ 

（
ａ
）
佐
村
八
郎
『
家
庭
読
本 

孝
女
白
菊
』 

 
 

 
 

余
、
不
孝
の
罪
を
得
て
、
一
旦
家
を
出
で
し
よ
り
、
心
に
決
す
る
所
あ
り
て
、
東
の
都
に
上
ら
む
と
志
し
、
…
都
に
行
き
着
き
て
、
中
村
敬
宇

先
生
の
門
に
入
り
し
に
、
先
生
は
今
の
世
の
鴻
儒
碩
徳
、
…
人
間
一
生
の
行
は
此
の
父
母
の
徳
に
報
ゆ
る
こ
と
を
措
き
て
、
ま
た
何
事
か
あ
る

べ
き
。
…
聖
賢
の
道
を
も
、
稍
、
解
き
得
る
に
至
り
た
れ
ば
、
…
（
３
１
頁
） 

（
ｂ
）
わ
ら
び
山
人
『
家
庭
小
説 

孝
女
白
菊
』 

 
 

 
 

『
菊
さ
ん
私
は
、
阿
父
様
の
怒
り
に
触
れ
て
、
家
を
勘
当
さ
れ
る
と
、
考
え
る
と
こ
ろ
が
あ
つ
て
、
直
ぐ
東
京
へ
上
つ
た
よ
。･･

･

東
京
に
着
い

て
か
ら
は
、
芝
区
三
田
に
住
ん
で
居
ら
れ
る
福
沢
先
生
の
塾
に
入
つ
て
、
朝
晩
書
物
を
習
ふ
た
、
…
（
わ
ら
び
山
人
『
家
庭
小
説 

孝
女
白
菊
』

７
５
頁
） 

＊
こ
の
小
説
は
明
治
４
２
年
に
出
版
。
一
年
の
う
ち
に
第
７
版
ま
で
版
を
重
ね
た
流
行
の
小
説
。
井
上
の
原
詩
と
比
べ
る
と
、
入
門
先
が
中
村
敬
宇
か
ら
、

三
田
の
福
沢
先
生
、
慶
應
義
塾
に
大
胆
に
変
更
。
松
浦
寿
輝
『
明
治
の
表
象
空
間
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
１
７
，
８
年
頃
、
明
六
社
の
啓
蒙
思
潮
が
急
速
に

下
火
に
な
っ
た
と
い
う
。 

（
ｃ
）
阿
蘇
山
人
『
家
庭
小
説 

後
の
孝
女
白
菊
』
、 

 
 

 

知
つ
て
の
通
り
、
一
時
は
放
埓
の
為
め
、
勘
当
ま
で
為
た
が
、
改
心
の
様
が
見
え
た
故
、
許
し
て
は
遣
つ
た
も
の
の
、
…
…
死
ん
だ
後
で
は
、

…
…
例
の
病
が
再
発
し
は
せ
ぬ
か
、
夫
れ
が
気
掛
り
ぢ
や
…
」
（
阿
蘇
山
人
『
後
の
孝
女
白
菊
』
十
四
頁
） 

＊
勘
当
の
原
因
「
放
埓
」
へ
と
変
化
。
こ
の
小
説
は
、
父
の
心
配
ど
お
り
、
父
の
死
後
、
昭
英
は
、
愛
人
を
作
り
白
菊
に
つ
ら
く
当
た
る
。 

（
ｄ
）
西
條
八
十
『
孝
女
白
菊
』
（
「
少
女
倶
楽
部
十
月
号
付
録
」
、
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
）
、 

 
 

 
 

 

本
田
の
家
の
跡
取
に
生
ま
れ
た
が
、
身
の
放
埓
か
ら
父
上
の
勘
気
に
触
れ
、
熊
本
ば
か
り
が
日
の
照
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
、
無
断
で
家
出

を
し
て
東
の
都
へ
と
上
つ
た
。
」
（
五
十
六
頁
）
西
条
本
は
、
昭
和
八
年
、
同
盟
社
出
版
、
十
二
年
、
講
談
社
、
二
十
三
年
日
本
図
書
通
信
社

か
ら
単
行
本
化
さ
れ
た
。 

（
ｅ
）
秩
父
三
郎
『
白
菊
散
り
ぬ
』
（
昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
、
桜
書
房
） 

 
 

 
 

「
…
生
み
の
子
の
昭
英
は
、
ど
う
い
う
も
の
か
行
い
が
わ
る
く
、
お
ま
え
が
、
も
の
心
も
つ
か
ぬ
う
ち
、
お
父
さ
ま
の
お
い
か
り
を
う
け
て
、

家
を
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。
い
ま
ご
ろ
は
、
ど
こ
で
ど
う
し
て
、
い
る
こ
と
や
ら
…
…
」
（
二
十
頁
） 

（
ｆ
）
兄
昭
英
の
出
奔
、
家
出
の
原
因
に
大
き
な
意
味
を
与
え
ず
処
理
す
る
も
の 

戦
前
版
、
戦
後
版
の
講
談
社
の
絵
本
『
孝
女
白
菊
』
は
じ
め
戦
後
版
漫
画
、
昭
和
二
十
七
年
島
由
紀
子
、
新
井
五
郎
画 

昭
和
二
十
九
年
大
城
の
ぼ
る
、
昭
和
二
十
九
年
千
葉
省
三
、
永
松
健
夫
画
、
昭
和
三
十
一
年
笹
山
し
げ
る
画 

 

五
．『
孝
女
白
菊
』
の
受
容
と
変
容
と
は 

五
―
一 

賊
軍
の
父
へ
の
「
孝
」
は
「
孝
」
な
の
か
。
忠
と
孝
を
一
体
化
す
る
変
容 
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井
上
原
詩 

西
郷
軍 

参
考
：
西
郷
隆
盛
の
大
赦
（
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
） 

（
ａ
）
賊
軍 

明
治
三
十
九
佐
村
「
あ
さ
ま
し
く
順
逆
を
誤
り
て
賊
軍
に
投
じ
た
り
と
も
聞
き
ぬ
」 

明
治
四
十
二
年
『
教
育
お
伽
噺
孝
女
の
白
菊
』
、
『
家
庭
小
説 

孝
女
白
菊
』 

 
 

 

大
正
十
一 

碧
瑠
璃
園
『
孝
女
白
菊
』
、
昭
和
二
十
四
年 

秩
父
三
郎
『
白
菊
散
り
ぬ
』 

昭
和
二
十
九
年 

大
城
の
ぼ
る
漫
画
『
少
女
白
菊
』
「
や
ぶ
れ
る
い
く
さ
を
か
く
ご
し
て 

官
軍
（
を
）
せ
め
る
西
郷
隆
盛
（
母
）
ぞ
く
と
い
わ

れ
て
し
ん
で
い
く
の
を
か
く
ご
し
て
い
く
さ
に
い
か
れ
た
の
で
す
」 

（
ｂ
）
官
軍 

昭
和
八 

西
條
八
十
『
孝
女
白
菊
』「
西
郷
隆
盛
は
じ
め
薩
摩
の
兵
た
ち
に
決
し
て
朝
廷
に
そ
む
く
心
が
あ
つ
た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
も

お
な
じ
や
う
に
日
本
の
国
を
愛
す
る
人
た
ち
が
、
た
ゞ
意
見
が
違
ふ
こ
と
か
ら
戦
つ
た
、
…
」
（
八
頁
）
「
父
親
本
田
昭
利
は
や
は
り
官
軍

の
味
方
を
し
て
、
…
」
（
十
五
頁
） 

官
軍 

昭
和
十
二
年 

講
談
社
の
絵
本
『
孝
女
白
菊
』 

昭
和
二
十
七
年
「
白
菊
物
語
」
（
幼
年
ク
ラ
ブ
、
九
月
特
大
号
） 

昭
和
二
十
七
年 

島
由
紀
子
『
め
ぐ
り
あ
う
日
（
孝
女
白
菊
物
語
） 

＊
人
倫
と
し
て
「
孝
」
＝
普
遍
的
道
徳 

官
軍
へ
の
改
作
、
昭
和
八
年
～
十
三
年 

「
忠
・
孝
」
の
一
体
化 

改
作
＝
矛
盾
の
解
消 

五
―
二
『
孝
女
白
菊
』
の
二
次
創
作
変
容
の
特
徴
―
ロ
マ
ン
化
と
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム 

（
ａ
）
伊
藤
整
『
日
本
文
壇
史
２
』
（
伊
藤
整
『
日
本
文
壇
史
２
新
文
学
の
創
始
者
た
ち
』
、
昭
和
五
十
三
年
、
講
談
社
） 

（
落
合
直
文
「
孝
女
白
菊
の
歌
」
）
そ
の
日
本
の
旧
道
徳
的
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
は
時
の
人
の
愛
誦
に
適
し
、
好
評
で
あ
っ
た
。
…
そ
れ
は
天

下
の
青
少
年
に
愛
誦
さ
れ
、
反
響
が
極
め
て
大
き
か
っ
た
。
（
百
二
十
一
頁
） 

（
ｂ
）
江
藤
淳
『
な
つ
か
し
い
本
の
話
』
昭
和
五
十
三
（
一
九
七
八
）
年
、
新
潮
社
）
＊
江
藤
は
昭
和
七
年
生 

講
談
社
の
絵
本
は
、
い
わ
ば
私
の
読
書
遍
歴
の
出
発
点
に
、
遠
く
姿
を
ひ
そ
め
て
い
る
な
つ
か
し
い
絵
本
で
あ
る
。
…
…
（
６
６
頁
）
」 

…
多
分
、
そ
こ
に
は
、
か
す
か
な
性
の
目
覚
め
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
…
…
そ
し
て
、
す
で
に
妹
の
所
有
に
帰
し
て
い
る
こ
の
絵
本
の
ペ
ー
ジ
に
、

稚
拙
な
ク
レ
ヨ
ン
の
文
字
で
「
ヨ
イ
」
と
か
「
ワ
ル
イ
」
と
か
と
落
書
が
し
て
あ
る
の
を
、
ひ
そ
か
に
顔
を
赤
ら
め
て
ぬ
す
み
見
ず
に
は
い
ら
れ

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
（
７
１
頁
） 

 
 

 

＊
絵
本
と
い
う
媒
体 

新
た
な
読
者
を
得
て
さ
ら
に
作
品
の
生
命 

（
ｃ
）
津
島
裕
子
（
『
快
楽
の
本
棚
』
（
平
成
十
五
（
二
〇
〇
三
）
年
、
中
央
公
論
新
社
） 

 
 

 

当
時
、
も
て
は
や
さ
れ
て
い
た
「
少
女
」
の
物
語
と
し
て
、「
孝
女
白
菊
」
も
忘
れ
ら
れ
ず
に
い
る
。
好
き
だ
っ
た
話
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。 

だ
、
そ
の
こ
ろ
、
少
女
を
主
人
公
と
し
た
物
語
が
あ
ま
り
に
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
女
の
子
た
ち
は
こ
の
「
白
菊
」
と
い
う
け
な
げ
な
主
人
公
に
い
つ
の

間
に
か
、
親
し
み
、
心
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
私
自
身
の
父
親
は
戦
争
で
死
ん
だ
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
に
、
い
く
さ
行
っ
た
父
が
い
つ
ま
で
も
帰
ら

な
い
、
あ
あ
、
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
、
と
父
を
待
ち
わ
び
る
「
白
菊
」
と
、
父
の
い
な
い
自
分
を
重
ね
合
わ
せ
た
り
し
た
。（
三
十
二
～
三
十
三
頁
） 

＊
昭
和
の
二
十
年
代
（
一
九
四
五
年
）
の
数
多
く
「
孝
女
白
菊
」
の
読
本
や
漫
画
が
出
版
さ
れ
た
理
由 

 

六
、「
孝
女
白
菊
」
の
物
語
の
終
焉 

（
ａ
）
佐
藤
春
夫
『
改
訂
近
代
日
本
文
学
の
展
望
』
（
五
十
六
～
五
十
七
頁
、
河
出
書
房
、
一
九
五
六
年
改
訂
版
） 

（
落
合
直
文
の
）
「
孝
女
白
菊
の
歌
」
も
徐
々
と
忘
れ
去
ら
れ
て
今
は
そ
の
題
名
を
遺
す
ば
か
り
で
あ
る
。
…
…
大
衆
に
は
大
衆
の
批
判
力
の
信

頼
す
べ
き
も
の
が
あ
つ
て
、
時
に
は
批
評
家
よ
り
も
正
し
い
。
し
か
し
時
の
裁
き
は
更
に
大
衆
以
上
の
も
の
で
、
残
酷
な
ほ
ど
厳
正
で
あ
る
。（
五

十
六
～
五
十
七
頁
） 

＊
す
で
に
敗
戦
か
ら
十
年
が
経
過
し
、
急
速
に
変
化
す
る
価
値
観
、
旧
来
の
道
徳
が
変
化
し
、
明
治
の
井
上
哲
次
郎
、
落
合
直
文
以
来
、
物
語
を
変
容

さ
せ
、
い
ろ
い
ろ
な
媒
体
で
物
語
の
重
心
を
変
え
読
み
継
が
れ
た
「
孝
女
白
菊
」
の
物
語
も
昭
和
三
十
（
１
９
５
７
～
）
年
代
で
幕
を
下
ろ
す
。 

 

お
わ
り
に 

 

⓵
井
上
の
明
治
の
時
代
に
義
気
、
仁
義
が
次
第
に
失
わ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
対
す
る
改
変
、
②
幕
末
明
治
初
年
の
青
年
の
立
志
、
彷
徨
、
そ
し
て
「
孝
」

を
根
幹
と
す
る
「
修
身
」
に
よ
る
更
生
。
→
「
放
埓
」
へ
③
賊
軍
に
参
加
し
た
父
昭
利
と
い
う
こ
と
で
生
じ
た
困
難
を
乗
り
越
え
る
「
孝
」
の
物
語
を
、

な
か
に
は
官
軍
に
参
加
に
改
変
し
、
「
孝
」
は
、
国
家
へ
の
「
忠
」
と
一
体
化
す
る
も
の
も
出
現
。
敗
者
を
悼
む
要
素
→
悲
劇
の
孝
行
娘
へ 
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後
世
の
二
次
創
作
作
品
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ズ
ム
、
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
は
、
井
上
の
原
詩
の
持
つ
思
想
性
を
捨
象
し
て
成
立
。 


